
4各教科の一単位時間の配慮点 様式

【 】平成２６年度 練馬区立光が丘第八小学校 社会科

観 点 別 の 授 業 改 善 の 視 点
指 導 の 配 慮 点

（授業規律・発問・板書・個別指導・ノート指導など） 関心・意欲・態度を 思考・判断・表現を 技能を 知識・理解を
向上させるための手だて 向上させるための手だて 向上させるための手だて 向上させるための手だて

・ 授業規律）チャイム着席、学習の準備ができるように、 ・児童の身近な話題から ・課題が適切であるか確 ・ノートは見開き１ペー ・覚えなければならない導 入 （
児童に繰り返し指導し 学習規律を確立する 導入する （時間は５ 認し、生活や今までの ジで１時間分をまとめ 用語、概念、地形図な、 。 。

・ 板書） 本時の日付、テーマを板書し、課題をつかま 分程度にする ） 経験を生かして、見通 られるようにする。 どは画用紙や模造紙に（ 。
せる。また、前時までの学習を思い起こさせ ・資料を提示する場合 しをもたせるようにす ・ノートには、課題、考 まとめ、掲示できるよ
る。 は、児童が疑問をもっ る。 え、分かったこと、ま うにしておく。

・ 教材提示 カラーコピー ビデオ 本 実物投影機など たり、考えたりできる ・身近な生活の中で体験 とめ、感想の順で書く ・ミニテストを実施し、（ ） 、 、 、 、
視覚に訴えながら、児童の気持ちをひきつけ ものを選ぶ。 していることと結びつ ことを指導する。 知識・理解の定着を図
るような効果的な教材の提示を工夫する。 ・視聴覚教材の工夫をす けて考えられるように る。

・ 発問） 児童にとって身近な話を例に切実感をもたせ、 る。 する。（
社会の問題について考える気持ちがもてるよう
な発問をする。

・ ノート指導）課題に対する考えや知っていることを書く ・活動の目的、内容、ま ・資料を読み取る力を身 ・調べたことをまとめる ・一斉指導の中で社会科展 開 （
ようにし、自分の考えをもたせる。 とめを明確にし、めあ につけるために、いろ 方法として、調べるき に関する用語を確認し

・ 話し合い指導）まず自分の考えをもたせ、それから話し てをもって活動に取り いろな資料に触れなが っかけ、内容、方法、 たり、復習したりする（
合いを始めるようにする。友達の考えをよ 組ませる。 ら、見方、読み方を学 分かったこと、より知 時間を設ける。
く聞き、自分の考えと比べたり、関係づけた ・自分の疑問や知りたい ばせる。 りたいこと、感想を定 ・個人、またはグループ
りして聞くことができるようにする。 ことにそって調べた ・資料から読み取ったこ 着させる。図や表を適 で調べた内容を発表

・ ノート指導）自分の考えと友達の考え、学習して分かっ り、まとめたりする活 との要因を考えられる 宜用いてまとめられる し、互いに関連させな（
たことを区別して書くよう指導し、学んだこ 動を取り入れ、主体的 ように、前時までの学 よう、その効果を知ら がら知識をより確実に
とを整理させる。児童が考える時間、きちん に学ぶ意欲をもたせる 習や生活体験を思い出 せる。 広く身に付けさせる。
とノートをまとめる時間を確保する。自分の ようにする。 させるようにする。 ・表やグラフ、図や絵を ・知識を獲得するための
考えと事実を分けて書くようにする。 ・児童の考えのよさを教 ・比較する力を身につけ 丁寧に書いている児童 ワークやまとめのプリ

・(板書） １時間で学習したことが後から見て分かるよう 師が認め、意見を発表 るため、違うところや のノートを紹介してい ントを工夫していく。
に板書する。 しやすくする。 同じ所を意識させ、ノ く。 ・調べたことや読み取っ

・ 発問） 児童の考えを引き出し、本時の内容と既習事項 ・机間指導では、考えを ートの書かせ方、発問 ・視聴覚機器を発表内容 たことから得た知識を（
が関連付けられるような発問を工夫する また 広げたり、考えのヒン の仕方を工夫していく に合わせて活用し、調 整理していく。。 、 。
児童が十分に考え、答えを導き出せるよう、そ トになるような言葉を ・自分の考えを書けた べたことがより効果的
の状況に応じた声かけを行っていく。 かけたりして、個々の 時は、自信がもてるよ に発表できるようにす

意欲を引き出す。 うな声かけをくり返し る。
行う。

・ 板書） 学習した内容の大切なことを黒板や短冊、画用 ・学習での課題・疑問 ・自分の考えや資料から ・正しくグラフや図を描 ・学習内容や、１時間でまとめ （
紙に書き、掲示するなどして学んだことを学級 は、様々な情報や体験 わかることを読み取れ けるよう、個人の技能 学んだことをノートに
で共有化するようにする。 の中で、解決できるこ ない児童には、資料の に合わせて用紙や書き まとめさせ、教師から

・ ノート指導）ノートのまとめには、分かったことやもっ とに気付かせる言葉か 見方や見る中心などの 方を工夫する。 の感想などコメントを（
と調べたいこと、疑問などの次時につながるこ けを行う。 ヒントを与える。 ・板書を正しく書くこと 書く。
とを自分の言葉で書くようにする。 ・簡単な自己評価や友達 ・友達の考えを聞き、ど やノートをきちんと書 ・進んで家庭学習に取り

・ 評価） 簡単な自己評価や友達への相互評価（友達のよ への相互評価（友達の う思ったか、考えをよ くことのよさを確認 組めるよう、課題を出（
さ）も取り入れる。 よさ）も取り入れ、今 り深めさせるようにす し、くり返し指導して し、知識、理解の習得

・ 授業構成 今日の課題が解決されたのか確認することで 日の学習を振り返るよ る。 いく。 を図る。（ ） 、
次時の学習内容に対する、興味や関心がもて うにする。 ・本時の学習で分かった
るようにつなげる。 ことを伝え合う。


